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「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 作 業 報 告「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 作 業 報 告「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 作 業 報 告「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 作 業 報 告                              

                     秦  康 夫            

2 0 1 4 年年年年 1 0 月月月月 1 9 日 （日 （日 （日 （ 日日日日 ）））） 9 : 3 0 ～～～～ 1 5 : 5 0  

作 業 項 目 ： 1 ） 干 害 防 備 保 安 林 の 林 床 整 備  

     2 ） 登 山 道 の 水 切 り 溝 整 備  

     3 ） 物 置 周 辺 の 枯 損 木 伐 採 と 林 床 整 備  

 ３ 名 ず つ ３ 班 に 分 か れ て 作 業 区 域 を 決 め 、 作 業 を 開 始

し た 。 近 日 、 作 業 施 行 地 内 ４ ５ 林 班 ろ ４ 地 区 の 谷 で 、 親

離 れ し た 小 熊 が 目 撃 さ れ た と の こ と 。 要 注 意 。  

 保 安 林 の 林 床 整 備 が 予 定 よ り 遅 れ て い る の で 精 力 的 に

作 業 を 進 め た が 、 急 斜 面 で 足 場 が 悪 く 、 な か な か 思 う よ

う に は 行 か な い 。 昼 休 み 時 間 も 短 縮 し て が ん ば っ た が 、

目 標 と し て い た 境 界 ま で は 届 か な か っ た 。 保 安 林 の 整 備

を 終 了 す る に は 、 あ と １ ～ ２ 回 の 作 業 が 必 要 で あ る 。 物

置 周 辺 の 枯 損 木 の 伐 採 作 業 も 残 っ て い る の で 、1 5 時 頃 作

業 を 切 り 上 げ た 。  

 落 ち 葉 や 土 で 埋 ま っ て い る 東 海 自 然 歩 道 の 水 切 り 溝 の

整 備 作 業 を 数 ヶ 所 行 っ て か ら 集 合 地 の 物 置 設 置 場 所 へ 戻

っ た 。 4 人 掛 り で 直 径 4 0 c m 程 の 松 の 枯 損 木 を 伐 倒 、 同

時 に 周 辺 の 枯 れ 木 等 の 整 備 も 行 い 、 本 日 の 作 業 を 終 了 し

た 。  

【【【【 参 加 者 】】】】  

福 井 誠  倉 谷 邦 雄  猪 川 誠  須 本 淳 史  武 田 壽 夫  石 原

順 子  斧 田 一 陽  小 櫃 徹 夫  秦 康 夫  薦 田 佳 一  
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①   集 合 写 真  作 業 前  

 

②   集 合 写 真  作 業 後  
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③   遠 景  作 業 前  

 

④   遠 景  作 業 中  
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⑤   遠 景  作 業 後  

 

⑥   近 景  作 業 前  
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⑦   近 景  作 業 中  

 

⑧   近 景  作 業 後  
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⑨   埋 ま っ て し ま っ た 水 切 溝  

 

⑩   水 切 り 溝 整 備  



 7 / 7 

 

 

⑪   水 切 り 溝 整 備 作 業 後  

 

⑫  物 置 周 辺  

 


